
「
子
ど
も
手
当
」
が
変
わ
り
ま
す

和
木
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
お
知
ら
せ

5
P
7
P

No.463
No.463

　９月16日、蜂ヶ峯総合公園に、姉妹都市の北海道恵庭市よ

り寄贈された２頭のメスのポニーがやってきました。

　やさしい瞳のとってもかわいい２頭です。

　仲間が増えて嬉しそうなエニー、新顔のアイ＆コハル。

　皆さん、わたしたちに会いにきてね！

『
ア
イ（
13歳

）で
す
』

『
コ
ハ
ル
（
７
歳
）で
す
』



ま
ち
の
話
題

一
日
救
急
隊
員
を
委
嘱

　

９
月
９
日
、
町
職
員
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

の
田
尾
恵
さ
ん
が
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
か

ら
一
日
救
急
隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。

　

消
防
署
東
出
張
所
に
て
丸
茂
所
長
か
ら
委

嘱
状
が
渡
さ
れ
た
後
、
救
急
の
現
状
、
高
規

格
救
急
車
の
装
備
品
等
に
つ
い
て
、
職
員
の

方
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
救
急
現
場
へ

の
出
動
も
あ
り
、
救
急
隊
員
さ
ん
が
患
者
さ

ん
を
気
遣
っ
て
「
頑
張
り
ま
し
た
ね
、
も
う

大
丈
夫
で
す
よ
。」
と
声
を
か
け
る
様
子
か

ら
、
救
急
隊
員
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
安
心
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

平
成
23
年
第
５
回
和
木
町
議
会
定
例
会

　

９
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
23
年
第
５
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
６
件
、
同
意

１
件
、
諮
問
１
件
、
認
定
１
件
、
議
案
９
件
、

発
議
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
10
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
11
号
【
承
認
】

　

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
12
号
【
承
認
】

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
13
号
【
承
認
】

財
政
健
全
化
判
断
比
率
修
正
の
報
告
に
つ

い
て

報
告
第
14
号
【
承
認
】

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

報
告
第
15
号
【
承
認
】

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

同
意
第
３
号
【
同
意
】

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
に
佐
伯
和
彦
さ
ん
を
任

命
す
る
も
の

諮
問
第
１
号
【
異
議
な
し
】

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

認
定
第
１
号
【
承
認
】

平
成
22
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
23
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

議
案
第
24
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
25
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
26
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
27
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
28
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
29
号
【
可
決
】

和
木
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
30
号
【
可
決
】

和
木
町
暴
力
団
排
除
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
31
号
【
可
決
】

和
木
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

発
議
第
２
号
【
可
決
】

燃
油
関
係
税
制
に
係
る
特
例
措
置
の
恒
久

化
に
関
す
る
意
見
書

教育委員会委員に任命された
佐伯和彦さん

高規格救急車の装備品について説明を受ける田尾さん

1



100歳代表の髙倉武さん

2

ま
ち
の
話
題

国
際
書
道
文
化
交
流
展

　

４
月
29
日
に
行
わ
れ
た
「
第
13
回
国
際
書

道
文
化
交
流
展
」
で
、
和
木
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

大
竹
国
際
交
流
協
会
賞

稲
本
　

桜
（
小
２
）

岩
国
地
区
日
本
中
国
友
好
協
会
賞

山
縣
憂
李
（
小
４
）

岩
国
市
文
化
協
会
賞

藤
本
美
優
（
小
５
）

国
際
書
道
文
化
交
流
展
賞村

中
瑠
莉
（
小
２
）

吉
野
愛
海
（
中
２
）

ま
ち
の
話
題

小
学
校
新
築
に
向
け
着
工  

ー
安
全
祈
願
祭
ー

ま
ち
の
話
題

敬
老
会
で
長
寿
を
お
祝
い

ま
ち
の
話
題

山
口
県
消
防
操
法
大
会
　

９
月
17
日
、山
口
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、

県
下
の
消
防
団
が
集
う
第
58
回
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
木
町
消
防
団
か

ら
は
第
３
分
団
（
関
ヶ
浜
地
区
）
が
応
急
操

法
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
、
団
本
部
女
性

団
員
が
軽
可
搬
ポ
ン
プ
基
本
操
法
の
部
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
焼
け
付
く
よ
う
な
日
差
し
の
中

で
行
わ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
条
件
で
の
競
技

と
な
り
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
に
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
第
３
分
団
は
第
８

位
、
団
本
部
女
性
団
員
が
優
勝
の
成
績
を
修

め
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
応
援
団
員
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

９
月
21
日
、
和
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
和
木
小
学
校
新
築
工
事
の
安
全
祈

願
祭
が
厳
か
に
行
わ
れ
、
古
木
町
長
を
は
じ

め
、
町
議
会
議
員
や
地
元
自
治
会
関
係
者
な

ど
34
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
で
は
、
清
祓
之
儀
や
鍬
入
之

儀
、
玉
串
奉
奠
な
ど
が
行
わ
れ
、
工
事
の
安

全
祈
願
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
平
成
25
年
春
の
完
成
に
向
け
、
体

育
館
を
含
ん
だ
校
舎
東
側
部
分
よ
り
工
事
を

開
始
し
、
現
体
育
館
の
解
体
、
校
舎
西
側
部

分
の
建
設
と
工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
工
事
中
は
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
迷

軽可搬ポンプ基本操法の部で優勝 !

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
17
日
、
文
化
会
館
で
「
敬
老
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
町
内
在
住
の

昭
和
14
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

（
年
度
末
で
73
歳
以
上
の
方
）
９
５
４
名
（
男

性
３
７
２
名
、
女
性
５
８
２
名
）
で
す
。

　

式
典
で
古
木
町
長
は
「
皆
さ
ま
方
が
、
今

年
も
こ
の
よ
う
に
健
や
か
に
敬
老
の
日
を
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
方
と
と
も
に
、『
安

心
と
夢
が
共
に
あ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
』
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
、
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
節
目
年
齢

の
代
表
者
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
招
待
者
を
代
表
し
、

村
岡
俊
一
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
谷
和
神
楽
団
（
大

竹
市
栗
谷
町
）
に
よ
る
神
楽
「
塵
倫
」
と
み

ん
な
で
踊
ろ
う
！
ち
ょ
る
ル
ン
バ
に
よ
る
国

体
の
Ｐ
Ｒ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
、

明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

代
表
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。

　

80
歳
　
　
　

田
村
光
子
さ
ん

　

88
歳
　
　
　

村
中
實
美
さ
ん

　

95
歳
　
　
　

西
口
孝
一
さ
ん

　

１
０
０
歳
　

髙
倉
武
さ
ん

「鍬入之儀」を行う古木町長

24名

8名

3名

0名

1名

男性

今年度80歳に
なられる方

今年度88歳に
なられる方

今年度95歳に
なられる方

今年度99歳に
なられる方

今年度100歳
になられる方

36名

24名

10名

2名

2名

女性



 赤白選手リレー（女子）

 立派な「四重の塔」が完成

3

ま
ち
の
話
題

脳
の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
＆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

８
月
30
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
、「
脳
の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
＆
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
約

40
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
と
い
う
集
団
認

知
機
能
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
頭
を
抱
え
な
が
ら
真
剣
に
取

り
組
ま
れ
、「
受
け
て
み
て
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

テ
ス
ト
終
了
後
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
し
、
認
知
症
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

中
学
校
体
育
祭

　

９
月
11
日
、
秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る
中
学

校
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
赤
白
両
隊
が
闘
志

を
燃
や
し
て
戦
い
ま
し
た
。

　

女
子
の
ダ
ン
ス
は
、
短
い
練
習
期
間
の
中

ま
ち
の
話
題

小
学
校
運
動
会

　

９
月
25
日
、
小
学
校
の
秋
季
大
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、小
学
校
の
新
築
工
事
の
関
係
で
、

会
場
を
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
慣
れ
な

い
会
場
で
も
一
生
懸
命
練
習
し
、
本
番
で
は

そ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
。
徒
競
走
、
騎
馬

戦
、
組
体
操
、
選
手
リ
レ
ー
な
ど
様
々
な
競

技
・
演
技
を
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
国
体
に
向
け
て
、
８
月
に
児

童
ら
の
手
に
よ
り
お
こ
し
た
炬
火
を
炬
火
台

に
点
火
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
１
年
生

は
「
ち
ょ
る
る
」
に
扮
し
て
上
手
に
ダ
ン
ス

を
踊
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
終
始
接
戦
で
、
最
後
は
僅
か
１
点

差
で
白
組
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

で
振
り
付
け
を
覚
え
、
本
番
で
は
ぴ
っ
た

り
と
息
の
合
っ
た
姿
を
見
せ
、
笑
顔
で
踊

り
切
り
ま
し
た
。
男
子
組
体
操
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
「
四
重
の
塔
」
は
、
惜
し
く
も
途
中

で
く
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
徒
の
強
い
希
望
で
再
び
挑
戦
し
、
最
後

は
見
事
な
「
四
重
の
塔
」
を
完
成
さ
せ
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
・

４
０
０
ｍ
競
走
、
障
害
物
競
走
、
騎
馬
戦
、

応
援
合
戦
や
リ
レ
ー
な
ど
、
様
々
な
種
目

が
行
わ
れ
、
会
場
は
絶
え
ず
興
奮
と
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
白
隊
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ
、
互

い
の
健
闘
を
讃
え
合
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
大
学
研
修
旅
行

　

９
月
８
日
、
和
木
大
学
生
23
名
と
職
員
２

名
で
、
廿
日
市
市
吉
和
の
ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術

館
、
も
み
の
き
森
林
公
園
に
研
修
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
で
は「
花

鳥
風
月
展
」
が
催
さ
れ
、
下
村
観
山
や
速
水

御
舟
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
名
画
人
た
ち
の

大
作
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

も
み
の
き
森
林
公
園
で
は
、
自
然
観
察
ガ

イ
ド
さ
ん
の
解
説
で
珍
し
い
標
高
約
９
０
０

ｍ
な
ら
で
は
の
高
山
植
物
の
観
察
を
し
ま
し

た
。

　

高
原
の
乾
い
た
涼
し
い
風
を
浴
び
、
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
素
晴
ら
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

和
木
大
学
は
、
和
木
町
在
住
の
概
ね
60
歳

以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
随
時
入
学
で
き

ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）



週
間
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
他
に

も
、
行
く
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
人
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
み
て
、
今
ま
で
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
こ
と

が
、
実
は
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
２
週
間
と
っ

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

が
不
安
だ
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
こ
と
で
す
。
私
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
５
人
兄
弟
の
大
家
族
で

し
た
。
み
ん
な
す
ご
く
気
さ
く
な
人
で
、
笑

顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
英
語
を
聞

き
と
る
の
は
す
ご
く
難
し
い
け
ど
、
み
ん
な

が
気
を
遣
っ
て
く
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
家
族
と
な
ら
楽
し
く

や
っ
て
い
け
る
な
ぁ
と
思
っ
て
、
い
つ
の
間

に
か
不
安
が
消
え
て
い
ま
し
た
。

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
感
じ
た

こ
と
は
土
地
が
と
て
も
広
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
住
宅
地
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
庭

が
広
く
牛
、
馬
、
山
羊
な
ど
が
放
牧
さ
れ
て

初
、
15
日
は
長
い
な
あ
、
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
最
後
に
は
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
で
早
か
っ
た
な
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
後
の
夜
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
私
に
内
緒
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
く
れ
て
、
嬉
し
さ
と
日
本
に
帰
り
た
く
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
一
番
大
切
な
こ
と
は

「
イ
エ
ス
・
ノ
ー
」
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
中
途
半
端
な
答
え
だ
と
相
手
は

怒
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
と
寝
る
と
き
は
か

な
ら
ず
ド
ア
を
開
け
て
お
く
こ
と
で
す
。
閉

め
て
お
く
と
「
私
の
こ
と
は
放
っ
て
お
い

て
」
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
単
語
が
わ
か
ら
な
い
と
き
や
話

が
聞
き
取
れ
な
い
と
き
に
辞
書
を
使
わ
な
い

こ
と
で
す
。
会
話
の
チ
ャ
ン
ス
だ
し
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
嫌
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
分
か
ら
な
い
時
は
、
で
き
る
だ
け
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

私
は
も
う
一
度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き

た
い
で
す
!!
そ
れ
ま
で
に
英
語
を
勉
強
し
て

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
家
族
に
会
い
た
い
で

す
!!

　８月９日から23日にかけて和木
中学校の生徒代表18名がオースト
ラリア・ナランベールで国際交流
を行いました。
　ホームステイに参加した生徒の
感想を紹介します。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

い
ま
し
た
。
日
本
の
風
景
と
は
ま
っ
た
く

違
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
都
会
の
町
が
、

緑
豊
か
な
広
々
と
し
た
土
地
で
と
て
も
美

し
い
景
色
で
し
た
。

２私僕

最私

生
徒
の
感
想

生
徒
の
感
想
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10月分からの支給額は以下のように変わります。

また、これまでと支給対象となる方が変わる場合があります。

詳しくは、役場住民サービス課こども担当室までお問合せください。
（☎52－2194　内線 207）

申請が必要です！！
　10月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となる方かどうか審査しますので、これまで受け

取っていた方も含め、対象のお子さんを持つ全ての方は役場住民サービス課窓口へ申請をしてください。

これまで子ども手当を受給されていた方には、申請書を送付いたします。
※公務員の方は勤務先へ申請してください。

　子ども手当を受給者の皆さんにスムーズにお支払いするため、申請は早急にしていただきますよ
う、ご理解とご協力をお願いします。
※国の基準では、平成24年３月末までに申請をすれば、10月分からの手当を受けとることができます。

ご注意ください！！
　次の方は３月までに申請しても10月分からの手当を受け取れません。
■10月以降に他の市町村へ転出される方

10月以降に他の市町村へ転出される方は、転出した日の次の日から数えて15日以内に転出先の市町村

窓口に申請してください。

■10月以降にお子さんが生まれた方
10月以降にお子さんが生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて15日を経過するまで

に役場住民サービス課に申請してください。

【手当の月額】（平成23年10月分～平成24年３月分）
・０歳～３歳未満　　：15,000円（一律）
・３歳～小学校修了前：10,000円（第３子以降は15,000円）
・中学生　　　　　　：10,000円（一律）
※10月分～１月分の手当は平成24年２月に、２月・３月分の手当は平成24年６月に支払われ
ます。

これまで子ども手当を
受け取っていた方も含め、
全ての方の申請が必要です。

10月から「子ども手当」が変わります
申請をお忘れなく!!

中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

5



　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、町の財政状況を判断する財政指標を算
定し、議会に報告するとともに、町民の皆さまに公表いたします。
　これは、町財政の実態を町民の皆さまに明らかにし、財政悪化の兆候が見られた場合に、住民自
治の機能を働かせ、財政規律の確立を図っていくことにあります。

■健全化判断比率■
　健全化判断比率は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率
の４つの指標で構成されており、この比率がそれぞれ「早期健全化基準」（黄信号）を超えれば財
政健全化計画の作成が必要となり、更に、「財政再生基準」（赤信号）を超えると財政再生団体にな
ります。
　和木町では、平成22年度においては、下表のとおり４つの比率とも早期健全化基準を下回る数
値となっています。

①実質赤字比率………一般会計等の赤字額の標準財政規模に対する割合
②連結実質赤字比率…全会計を対象とした赤字額の標準財政規模に対する割合
③実質公債費比率……一般会計等が負担する借入金の返済額等の標準財政規模に対する割合
④将来負担比率………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合
※標準財政規模…………その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源の規模

■資金不足比率■         
　資金不足比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健全化基準を超えれば経営健全化
計画の作成が必要となります。
　和木町においては、下表のとおり簡易水道、下水道会計ともに資金不足はありません。

　
　資金不足比率・・・・公営企業会計の資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合

（平成22年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の公表）

※資金不足額がないため、資金不足比率は「-」と表示しています。

※修正後も、いずれの年度においても早期健全化基準を下回っています。

指　標　名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

（黒字）

（黒字）

12.7％

60.8％

15.00％

20.00％

25.0％

350.0％

20.00％

40.00％

35.0％

和木町 早期健全化基準 財政再生基準

年　度

平成 19年度

平成 20年度

平成 21年度

67.9％

67.8％

69.0％

68.3％

98.4％

89.2％

350.0％

修正前 修正後 早期健全化基準

会　計　名

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

－

－

20.0％

20.0％

和木町 経営健全化基準

○平成19～21年度決算に基づく将来負担比率の修正について
　将来負担比率の算定における、地方債の償還額等に充当可能な基金の取扱方法及び、退職
　手当負担見込額の算定方法に錯誤が判明し、下表のとおり修正しました。
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7

■個人住民税の特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同様に、給与支払者が毎月従業員に支払う給与から、個人
住民税を徴収（引き落とし）し、個人住民税の納税義務者である従業員（給与所得者）に代わって、納入し
ていただく制度です。
≪メリット≫
・従業員一人ひとりがわざわざ金融機関へ納税に出向く手間を省くことができ、納め忘れの心配がありま
せん。

・普通徴収の納期が年４回であるのに対し、特別徴収は年１２回なので従業員の１回あたりの納税額が少
なくてすみます。

■地方税法では、原則として、所得税を源泉徴収している事業者（給与支払者）は、従業員の個人住民税を特
別徴収しなければならないこととされています。

　毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収税額決定通知書」をお送りしますので、その税額を毎月の給与
から徴収し、翌月の１０日までに合計額を各従業員の住所地の市町へ納入していただきます。

　手続きの詳細は、役場税務課（☎５２－２１９３）までお問合せください。

≪目　的≫
　和木町における空き家の有効活用を通して、和木町民の交流拡大及び定住促進による地域の活性化を図るこ
とを目的とします。
≪内　容≫
　和木町内に存する空き家（空き家となる予定の
ものを含む。）に関する登録を通して、空き家所有
者から相談があれば、物件申込書兼概要書を提出
してもらい、貸せる物件かを宅建業者に調査を依
頼し判断します。
　賃貸適正がＯＫということになれば、宅建業者
と契約してもらい、町のホームページに空き家情
報の登録をします。
　掲載した情報により、空き家を借りたい方は、
空き家情報申込書を提出してもらい、町はその空き家を紹介するという制度です。
※この制度は、空き家情報の登録管理が業務のため、和木町としては、空き家登録者及び利用者が行う、空き
家に関する交渉並びに売買契約及び賃貸契約については、直接これに関与いたしません。

和木町空き家バンク制度和木町空き家バンク制度
１０月１日より和木町空き家バンク制度がはじまりました。

問合せ　企画総務課　企画係（☎５２－２１３６　内線３１１）

事業主の皆さまへ 「個人住民税」特別徴収実施のご案内

特別徴収による納税の仕組み

和木町 借りたい人

借りたい人を
紹介

空き家情報

空き家所有者

不動産会社

問合せ・申込み

賃貸借
契約

従業員 事業所 市 町
特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

給与支払いの際に
税額を徴収
6月から翌年の5月まで
毎月の給与支払日

❸

❹

給与支払報告書の提出
（1月31日まで）❶
特別徴収税額の通知
（5月31日まで）❸
税金の納入　　　
　（翌月10日まで）❺

税額の計算❷



⑥和木町の魅力

　高齢者が病院への通院及び入退院や、施設への
入退所の際の利便をはかるため、タクシー利用料
金の一部を助成しています。
対象者：町内に１年以上居住されている方で、７０

歳以上のひとり暮らしの方または６５歳以
上で身体または精神の障害を有し常時介
護を必要とする方。７５歳以上の者のみで
構成される世帯の世帯主。

　あんま、マッサージ、もしくは指圧、はりまた
はきゅうの施術費の一部を助成することで、身体
障害者や高齢者の健康の増進をはかっています。
対象者：町内に１年以上居住する身体障害者手帳

保持者または医師の診断書を所持する満７
５歳以上の方

　社会保障の理念に基づき、福祉の増進をはかるた
め、在宅の心身障害者に扶助料を支給しています。
対象者：在宅で、身体障害者手帳２級以上及び療育

手帳Ａ及び国民年金法施行令別表１級程度
の方で、町内に３年以上居住する方

　心身障害者の福祉の増進をはかるため、タクシー
利用料金の一部を助成しています。
対象者：身体障害者手帳３級以上及び療育手帳Ａ、

Ｂの方
国民年金法施行令別表に規定する精神の障
害を有する方

齢者福祉タクシー利用助成制度 身障害者扶助料の支給

身障害者福祉タクシー利用助成制度

り、きゅう等施術費助成制度

　山口県は、「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」（土砂災害防止法）に基

づき、土砂災害の発生のおそれのある箇所についての現地調査を実施しました。

　この度、和木町内の各地区において現地調査が終了し、平成23年11月に土砂災害警戒区域の指定を行う

予定です。なお、指定に係る区域につきましては、事前に自治会長の皆さまに対し説明会を実施していま

す。区域図については、次の場所で閲覧することができます。

指定予定区域　和木、瀬田、関ヶ浜の各地区の一部地域
閲覧場所　山口県岩国土木建築事務所・役場企画総務課
閲覧期間　10月３日（月）〜21日（金）

【土砂災害警戒区域の基準】
■急傾斜地の崩壊の可能性がある区域

①傾斜度が30度以上で高さが５ｍ以上の区域

②急傾斜地の上端から水平距離が10ｍ以内の区域

③急傾斜地の下端から急傾斜地の高さの２倍以内（50ｍを超える場合は50ｍ）の区域

■土石流の可能性がある区域

　土石流の発生のおそれのある渓流において、扇頂部から下流で勾配が２度以上の区域

■地滑りの可能性がある区域

①地滑り区域（地滑りしている区域または地滑りするおそれのある区域）

②地滑り区域下端から、地滑り地塊の長さに相当する距離（250ｍを超える場合は、250ｍ）の範囲内の区域

問合せ　山口県土木建築部砂防課（☎083−933−3750）
山口県岩国土木建築事務所（☎29−1547）　　　
企画総務課（☎52−2136　内線307） 　　　　

山口県から土砂災害防止法に基づく
　　　　　土砂災害警戒区域の指定のお知らせ
山口県から土砂災害防止法に基づく
　　　　　土砂災害警戒区域の指定のお知らせ
山口県から土砂災害防止法に基づく
　　　　　土砂災害警戒区域の指定のお知らせ
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【
ご
提
言
】

　

こ
の
和
木
町
に
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
が

出
来
る
公
園
が
あ
け
ぼ
の
公
園
と
、
蜂
ヶ

峯
公
園
の
２
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ボ
ー
ル
遊
び
を
も
っ
と
し
た
い
の
で
、

ど
う
か
、
公
園
の
量
を
増
や
し
て
く
だ

さ
い
。

【
回　

答
】

　

和
木
町
で
は
、
公
園
と
住
宅
や
駐
車

場
が
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

ご
意
見
の
と
お
り
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
出

来
る
公
園
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
用
地
の
確
保
等
の
問
題
も
あ
り

新
た
な
公
園
を
作
る
予
定
も
今
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
公
園
を
管
理

す
る
教
育
委
員
会
や
都
市
建
設
課
で
は
、

地
域
で
の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
ボ
ー
ル

遊
び
の
制
限
を
解
除
し
て
い
く
方
針
で

す
。

　

現
在
、
和
木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主

体
と
な
っ
て
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
出
来
る

条
件
整
備
の
た
め
、
公
園
を
使
用
す
る

に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
関
す

る
話
し
合
い
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
し
て
の
意
見
を
ま

と
め
た
後
に
、
関
係
機
関
や
団
体
と
調

整
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

結
論
が
出
る
ま
で
、
少
し
時
間
が
か

か
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
、

今
あ
る
公
園
で
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安

全
に
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
地
域
の
課
題
を

地
域
住
民
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
よ

り
良
い
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

　

提
言
箱
は
役
場
（
玄
関
）、文
化
会
館
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
、

体
育
セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜
分
館
、
瀬
田

分
館
、
和
木
駅
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
言
内
容
の
確
認
及
び
、
ご

本
人
へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、投
稿
の
際
に
は
、必
ず
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
匿

名
等
の
提
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
政

の
参
考
に
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

広
報
紙
で
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
が
あ
る

方
を
除
き
、
氏
名
等
の
公
表
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

町
長
へ
の
提
言
箱
か
ら

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
言
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す

ボ
ー
ル
遊
び
が
出
来
る
公
園
の

少
な
さ
の
こ
と
に
つ
い
て

幼・小・中　連携して取り組んでいきます幼・小・中　連携して取り組んでいきます幼・小・中　連携して取り組んでいきます

幼稚園 毎月第３日曜日「おいしいねの日」
☆親子で「食」について、いろいろな取り組みをしてもらっています。
●食事の準備や片付けを手伝う。
●親子一緒に料理をする。など
※食育だよりを発行し、「食」に興味・関心をもってもらうようにしています。

小学校 毎月１５日「いこいの日」
☆ノーテレビ・ノーゲーム、親子読書のすすめとしています。
●親子で同じ本を一緒に読む。
●同じ場所で互いに読みたい本を読む。
●家族そろってできるだけ夕食を共にし、一家団らんの時間をもつようにする。
※今年度は、１５日＋もう１日チャレンジデーを呼びかけています。

中学校 毎月１１日「いい言葉の日」
☆終日言葉遣いに気をつけ、感じのいい言葉をつかうようにしています。
●相手の気持ちを考え、人から言われていやな気持になるような言葉をつかわない。
●場の雰囲気を考えて、よい感じを受ける言葉をつかう。

◆幼・小・中が連携して取り組んでいくことで、親子の触れ合いや保護者同士または様々な人たちとの
つながりが深まっていくようにしていきます。
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第第第

回回回
141414

平成23年11月18日㈮

申込期限

日　時　平成24年１月９日（成人の日）

　　　　開会式：10時

　　　　スタート：10時30分

場　所　和木ゴルフ倶楽部・蜂ヶ峯総合公園

部　門

10km 3,000円

3,000円

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

3km

◎一般男女（高校生～39歳）
◎年代別男子（40歳代・50歳代・60歳代以上）
◎40歳以上女子

◎一般男女（高校生～39歳）
◎年代別男子（40歳代・50歳代・60歳代以上）
◎40歳以上女子

◎中学生女子

◎中学生男子

◎小学生男女（3～6年生）

◎小学生男女（1・2年生）

2km

1.5km

5km

参加料種　　　　　　　目

※年齢は、大会当日

第14回  蜂ヶ峯クロスカントリー大会

応募できる方　中学生以上
募集人数　約２００名（当日人数、前日は、若干名）
内　　容　会場設営撤去・受付・コース誘導・選手整理等
日　　時　平成24年1月８日㈰　15時～
　　　　　　　　　　　 ９日㈷　８時～14時
申込期限　11月18日㈮
申込み・問合せ
蜂ヶ峯クロスカントリー大会実行委員会事務局
〔体育センター内〕（☎５２－２８１１）
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小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

403

　
　
最
優
秀

も
え
あ
が
れ　

ち
い
さ
な
あ
せ
は　

ゆ
う
き
の
い
っ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
瑛
士
さ
ん
（
小
４
）

　
　
優
　
秀

み
な
さ
ん
の　

が
ん
ば
る
す
が
た　

げ
ん
き
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
龍
星
さ
ん
（
小
３
）

　
　
入
　
選

あ
り
が
と
う　

ボ
ク
ら
の
思
い
を　

届
け
て
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
倉
暁
浩
さ
ん
（
中
３
）

　
　
入
　
選

ま
ぶ
し
い
よ　

あ
な
た
の
汗
の
輝
き
が　

日
本
中
を
照
ら
し
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灰
岡
裕
美
さ
ん
（
一
般
）

「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
」者
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ（
標
語
）

　
社
会
教
育
委
員
会
議
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
」
者
へ
の
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
及
び
「
た
ち
あ
が
れ
！
東
北　
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、

８
月
29
日
の
会
議
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
募
集
は
、
第
66
回
国
民
体
育
大
会
に
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
」
と

い
う
冠
称
が
つ
い
た
こ
と
や
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
の
合
言
葉
が
「
た
ち
あ

が
れ
！
東
北　
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

　
特
に
、
和
木
町
で
開
催
さ
れ
る
銃
剣
道
競
技
の
選
手
・
役
員
の
多
く
が
、
自
衛
官

と
し
て
被
災
３
県
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
方
に
災
害
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
被
災
地
の
復
興
と
自
衛
官
を
は
じ
め
と
す
る
復
興
支
援
に

携
わ
ら
れ
た
全
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
募
集
し

ま
し
た
。

　
10
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰
に
和
木
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
競
技
会
で
も
、
こ

う
し
た
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
発
信
す
る
た
め
に
も
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
よ

る
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※

青
森
や
秋
田
で
既
に
開
催
さ
れ
た
冬
季
大
会
と
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
を

合
わ
せ
て
、「
第
66
回
国
民
体
育
大
会
」
と
云
い
ま
す
。

最優秀
宮脇菜々子さん（小５）

優　秀
山本真衣さん（小４）

入　選
嘉屋歩美さん（小１）

入　選
本田悠樹さん（小６）

優　秀
吉野愛海さん（中３）

最優秀
日高　駿さん（中３）

入　選
藤本都和さん（中１）

入　選
立野真琴さん（中３）

特別賞
岩本大希さん（中１）
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今野敏著
宮部みゆき著
江國香織著
坂東眞砂子著
高杉良著
高杉良著
佐々木譲著
宇江佐真理著
石田衣良著

シルヴィア・アヴァッローネ著　荒瀬ゆみこ訳

秋山りん作　よこやまようへい絵

加藤章子作　小松良佳絵

サトシン作　よしながこうたく絵
スー・ステイントン作

アン・モーティマー絵　まえざわあきえ訳

ルーネル・ヨンソン作　石渡利康訳
内田麟太郎文　おぼまこと絵

長谷川義史作
森山京著　ふくざわゆみこ絵
あまんきみこ作　こみねゆら絵

有栖川有栖著

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD・D V D＞
☆Ｆａｎｔａｓｉａ／河村隆一
☆９７％／九州男
☆ｍｅｇａｐｈｏｎｉｃ／ＹＵＫＩ
☆どんな未来にも愛はある/touch ／ｆｌｕｍｐｏｏｌ
☆ＳＯＵＬ  ＱＵＥＳＴ／ＭＩＳＩＡ
☆ＦＩＶＥ／浜崎あゆみ
☆ＤＪ  ＫＡＯＲＩ’Ｓ  Party　Ｍｉｘ２
★綾小路きみまろ爆笑！エキサイトライブビデオ第３集
★綾小路きみまろ爆笑！エキサイトライブビデオ第４集

＜一般書＞
『転迷　隠蔽捜査 4』
『おまえさん　上・下』
『金平糖の降るところ』
『くちぬい』
『虚像　上　覇者への道』
『虚像　下　驕りの代償』
『警官の条件』
『古手屋喜十為事覚え』
『カンタ』
『鋼の夏』

＜児童書・絵本＞
『さくらのつぼみがひらいたら』

『父さんは地球儀の上にいる』

『でんせつの　きょだいあんまんを　はこべ』

『クリスマスのこねこたち』

『小さなバイキングビッケ』

『はなのはなうた』
『ラーメンちゃん』
『丘の木のものがたり』
『つきよはうれしい』
『真夜中の探偵』

10月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
10

4
11
18

12
19
26 27 28 29

7
14

22
25

2117

5

日　時　１０月１５日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

おはなし会おはなし会

23
30
24
31

　11月20日の図書館まつりにて古本
バザーを開催します。
　読まなくなった本がありました
ら、11月18日までに図書館までお持
ちください。
　ご協力をよろしくお願いいたしま
す。

対　象　幼児（３歳以上）・小学生
応募詳細　図書館カウンターにて
　　　　　詳細チラシ配布中！
　たくさんのご応募をお待ちして
います。

本の募集本の募集

ご自宅に眠っている本を
　リサイクルしませんか？

読書感想画作品募集中！

（文学・美術全集、事典類、雑誌等は除く）
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　町内の満６５歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接
種を実施します。
実施期間　１０月１日（土）～２月２９日（水）
実施医療機関　木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事前に保健
相談センターにお問合せください。

対象者　和木町に住民票がある満６５歳以上の希望者
※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸器
の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害のある人、ま
たはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活が
不可能な程度の障害のある人は接種できます。

自己負担額　1 , 0 5 0円（但し、生活保護受給者は無料）
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

13

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
は
薬
と
健
康
の
週
間

で
す
。「
持
病
の
治
療
の
た
め
毎
日
」、
ま
た

は
「
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
だ
け
」、
も
し
か

す
る
と
「
薬
は
飲
ま
な
い
主
義
」、
と
い
う

方
ま
で
多
々
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。今
年
度
の
週
間
は『
お
薬
を
正
し
く
使
っ

て
い
ま
す
か
？
〜
お
薬
の
添
付
文
書
は
必
ず

読
み
ま
し
ょ
う
〜
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま

す
。
毎
日
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
も
、
体
調
が

悪
い
と
き
だ
け
と
い
う
方
も
、
薬
の
正
し
い

使
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
医
薬
品
は
、
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
に
相
談

し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
の
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

薬
の
相
互
作
用
や
、
同
じ
作
用
の
薬
を
重

複
し
て
飲
ん
で
い
な
い
か
な
ど
確
認
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
医
薬
品
の
使
用
時
期
、
使
用
量
、
使
用
方

法
な
ど
の
使
用
上
の
注
意
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

●
医
薬
品
は
光
、
熱
、
湿
気
な
ど
で
品
質
が

低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
か
な
ら
ず

一
定
の
状
態
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

●
医
薬
品
は
、
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
へ
置
き
ま
し
ょ
う
。

　

添
付
文
書
に
記
載
し
て
い
る
使
い
方
を
守

ら
な
け
れ
ば
、
健
康
の
た
め
に
飲
ん
だ
薬
で

体
調
を
崩
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
薬
を
使
う

と
き
は
、
正
し
い
使
い
方
を
こ
こ
ろ
が
け
ま

し
ょ
う
。

高齢者インフルエンザ予防接種

　従来のワクチン「サーバリックス」に加え、９月１５日の
接種より「ガーダシル」も助成の対象となります。
　９月１４日以前の接種は助成の対象となりません。
接種回数　６ヵ月の間に３回

※３回接種が全て同じワクチンでなければ助成の対象とはな
りませんのでご注意ください。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

子宮頸がん予防ワクチンが追加されました
　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現在、全国
的に血液が不足しています。多くの皆さまのご協力をお待ち
しています。

日　時　１１月１６日（水）
　　　　１０時～１２時
　　　　１３時～１５時３０分
場　所　保健相談センター
問合せ　保健相談センター

（☎５２－７２９０）

２００㎖・４００㎖献血のお知らせ

　「和木町健やか安心事業」として、中学３年生と高校３年
生を対象に、インフルエンザ予防接種の費用を助成します。
接種期間　１０月１日㈯～２月２９日㈬
指定医療機関　木村医院・中村クリニック
対象者　和木町に住民票がある中学３年生と高校３年生の希
望者
助成回数　１人１回まで
※予診のみの場合は対象となりません。
申込み　保健相談センターに備え付けてある申請書に必要事
項を記入し、接種券の交付を受けてください。申請時、印か
んが必要です。
【注意事項】任意予防接種になるため、予防接種法による健
康被害救済制度の適応はありません。
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

インフルエンザ予防接種

薬
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う

◆日　時：１０月３０日㈰
◆場　所：中学校グラウンド内

①よちよち赤ちゃんよーいどん！

対　象　よちよち歩きができるお子さん
内　容　はじめての徒競走
受　付　１０時～１１時
※先着１００名まで参加賞あり。
主　催　和木町母子保健推進協議会

②もりもり野菜で食育
内　容　野菜入りクッキー・食育パンフレッ

ト配布
主　催　和木町食生活改善推進協議会

③ピンクリボン・健康ＭＹカレンダー
内　容　
・みんなで作ろうピンクリボン
・健康ＭＹカレンダー：写真撮影しカレン
ダーを作成。カレンダーに印字する番号を
来年度総合健診申込書に記入し、検診を申
し込めば記念品がもらえる特典つきです。
受　付　１０時～１４時
主　催　岩国健康福祉センター・和木町保健

相談センター
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

わき愛あいフェスティバル

1回目
初回接種

2回目
2ヵ月後

3回目
1回目から6ヵ月後



　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

ⓐ

●作り方
①下準備
米…洗米し、炊く
玉ねぎ…薄切りにする
にんじん…短冊切りにする
大葉…せん切りにして水にさらす
白ねぎ…白髪ねぎにして水にさらす
ⓐ…合わせておく
②炒める
テフロン加工のフライパンにサラダ油を熱し、豚肉を炒
める。色が変わったら玉ねぎ、にんじんを炒める。火が通っ
たらⓐを入れて、煮からめる。ちぎったチーズを加える。
③盛り付ける
丼にごはんを入れ、上に②を盛りつける。大葉と白髪ね
ぎを散らす。

（１人分エネルギー４８５キロカロリー）

スライスチーズを加えることでコクとまろやかさが
出ます。きのこ類をプラスしても美味しくいただけ
ます。（和木町食生活改善推進協議会　５班）

サラダ油………………大さじ1
　だし汁…………………50㎖
　しょうゆ……………大さじ2
　みりん………………大さじ2
　酒……………………大さじ2
スライスチーズ……………4枚
大葉…………………………4枚
白ねぎ………………………20g

豚丼（材料４人分）

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

1歳６ヵ月児健診

３歳児健診

プレイルーム

幼児食教室★

健康相談

プレイルーム

すくすく計測相談会

元気アップ教室★

健康相談

プレイルーム

12：45～ 13：00

10：00～ 15：00

 9：30～ 13：00

 9：30～ 10：30

10：00～ 15：00

13：30～ 14：30

10：00～ 11：30

 9：30～ 10：30

10：00～ 15：00

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

10月19日㈬

20日㈭

21日㈮

27日㈭

28日㈮

11月10日㈭

　★は申込みが必要です。

　完璧な人はいない。親も子どもも教師も支援者も。ほどよ
い７０点くらいで十分です。ただし、５０点以下にならない
ように気をつけましょう。

（和木町母子保健推進協議会）

母推さんから一口メモ
～ 子育て中のパパ、ママへ ～

平成２２年３月～４月生まれ

平成２０年９月～１０月生まれ

乳幼児とその保護者の方

おおむね２～３歳児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

元気アップ教室
日　時　１０月２８日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『メノポーズ～更年期に負けない～』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・バスタオル・お茶
申込み　１０月２６日㈬まで
会場・問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

「完璧な人はいない～７０点子育てのすすめ～」
Nobody’s Perfect! Good Enough!

　子育て中の方同士で、おしゃべりしなが
ら、お子さまランチをつくってみませんか？
日　時　１０月２１日㈮　９時３０分～１３時
場　所　保健相談センター
内　容　食事についてのお話・情報交換
　　　　調理実習～ヘルシー☆お子さまランチ～
対象者　おおむね２～３歳児とその保護者
食材料費　５００円程度
持ってくる物　母子健康手帳･エプロン･手拭タオル･ふきん
※お子さんが使い慣れているスプーンや箸、エプロン等があ
れば、ご準備ください。
申込み・問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）
◆１０月１４日が申込期限ですが、それまでに１０組の申込
みがあった場合は、締め切らせていただきます。
◆食物アレルギー等がある場合は、申込みの際にお申し付け
ください。

幼児食教室

（10月16日～11月15日）

米……………………2合
豚薄切り肉………240g
玉ねぎ……………200g
にんじん…………80g
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こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
、
被
災
地
域
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
第

66
回
国
民
体
育
大
会
「
お
い
で
ま
せ
！

山
口
国
体
」
銃
剣
道
競
技
会
が
、
い
よ

い
よ
10
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日

間
の
日
程
で
、
和
木
中
学
校
体
育
館
を

競
技
会
場
と
し
、
全
国
か
ら
成
年
選

手
・
監
督
１
４
１
名
、
少
年
男
子
選

手
・
監
督
52
名
、
役
員
１
５
９
名
の

方
々
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
町
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
、
和
木
駅
へ
の
歓

迎
看
板
の
設
置
、
国
体
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

〝
み
ん
な
で
踊
ろ
う
！
ち
ょ
る
ル
ン

バ
〞
の
結
成
な
ど
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
の
も
と
、
国
体
開
催

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
「
お
い
で
ま
せ
！
山

口
国
体
」
は
「
た
ち
あ
が
れ
！
東
北　

が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」
を
合
言
葉
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
特
に
本
町
で
開
催
さ

れ
る
銃
剣
道
競
技
会
に
お
い
て
は
、
選

手
・
監
督
及
び
役
員
の
皆
さ
ん
の
多
く

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
災
害
復
興

支
援
に
携
わ
ら
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
被
災

地
に
向
け
て
元
気
を
送
る
と
と
も
に
、

復
興
支
援
に
携
わ
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ
感

謝
の
気
持
ち
を
発
信
す
る
大
会
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
場
の
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
大
会
期
間
中
、
東
北
物
産
展
及
び

義
援
金
活
動
も
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
る
、
全
て
の

選
手
・
監
督
が
素
晴
ら
し
い
試
合
が
で

き
る
よ
う
、
和
木
町
の
〝
お
も
て
な
し

の
心
〞
で
お
迎
え
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

和
木
町
長

古

木

哲

夫

※

駐
車
場
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
バ
ス
等
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
全
国
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
観

戦
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
開
演
技
で
は
、
合
唱
や
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
、
太
鼓

な
ど
の
披
露
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

銃
剣
道
競
技
　
応
援
に
行
こ
う
！

10月７日㈮ 10月８日㈯ 10月９日㈰

公開演技
【君の一生けんめいに　
　　　　　　会いたい】
和木町国体合唱団
８：3０～８：4０

公開演技
【ちょるるダンス】
和木小学校児童
８：4０～８：5０

オープニングプログラム
９：００～９：４０

特別演武
『基本技及び銃剣道の形』
（山口県銃剣道連盟）
９：４０～９：５０

少年男子１・２回戦
【９試合】10:00～11:45

　昼食　　11:45～12:15

少年男子指定トーナメント戦
【５試合】12:15～13:15

成年男子１回戦
【15試合】13:15～17:00

公開演技
【炎】
四境太鼓

８：４０～８：５０

少年男子表彰式
１１：０５～１１：２０

総合表彰式
１５：３０～１６：００

成年男子表彰式
１５：０５～１5：２５

公開演技
【よさこい】
和木紅鴉

１０：５０～１１：０５
公開演技

【イメージソングダンス】
みんなで踊ろう！ちょるルンバ
１４：４０～１５：００

少年男子指定トーナメント戦
３回戦
【２試合】　 9:00～9:25
少年男子準決勝戦
【２試合】　 9:25～9:55
少年男子指定トーナメント戦
５～８位決定戦
【２試合】　 9:55～10:20
少年男子３位決定戦
【１試合】　10:20～10:35
少年男子決勝戦
【１試合】　10:35～10:50

成年男子３回戦
【８試合】 　 9:00～11:00

成年男子準々決勝戦
【４試合】　11:00～12:00

　昼食   　　12:00～12:30

成年男子５～８位決定戦１回戦
【２試合】　12:30～13:00

成年男子準決勝戦
【２試合】　13:00～13:30

成年男子５～８位決定戦
【２試合】　13:30～14:00

成年男子３位決定戦
【１試合】　14:00～14:15

成年男子決勝戦
【１試合】　 14:15～14:35

成年男子２回戦
【３試合】　11:20～12:05
　昼食　　　12:05～12:35
成年男子２回戦
【13試合】 12:35～16:30
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山
口
国
体
及
び
山
口
大
会
へ
の
ご
出
場
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
競
技
で
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

山口大 会

正木ひかるさん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

少
年
女
子
の
部

上村育子さん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

少
年
女
子
の
部

山本未来さん

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子 岩脇賢治さん

水
泳
２
部
男
子

岡﨑丈一郎さん

弓
道
競
技

少
年
男
子
の
部

　

銃
剣
道
競
技
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
賛
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

麻
里
布
製
油
所

三
井
化
学
株
式
会
社
岩
国
大
竹
工
場

海
井
医
科
器
械
株
式
会
社

村
上
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

美
津
濃
株
式
会
社
広
島
営
業
所

株
式
会
社
大
島
組

原
田
株
式
会
社

株
式
会
社
田
宮
事
務
器

和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　役場など町内４ヵ所に設置していました“ちょるる募
金”にご協力いただき、ありがとうございました。この
募金箱で集められた町民の皆さまからの温かい募金の合
計額は１７，４４６円でした。
　このちょるる募金は、県実行委員会が管理し、大会の
運営費などに充てられます。
　なお、県実行委員会では、目標の４億円を突破したた
め、８月末をもって募金を終了しました。

　

銃
剣
道
競
技
開
催
中
の
10
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

実
行
委
員
会
：
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
郷
土
料
理
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

　

商
工
会
青
年
部
：
東
北
物
産
展

　

【
品
目
】
ず
ん
だ
餅
、
横
手
や
き
そ
ば
、
仙
台
牛
た
ん
、
稲
庭
う
ど
ん
ほ
か

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
：
パ
ン
、
ラ
ス
ク
、
瀬
戸
の
黒
麺

　

来
楽
暮
（
こ
ら
ぼ
）
：
羽
ば
た
く
ま
、
銃
剣
道
ピ
ン
バ
ッ
ジ

　

ス
ポ
ー
ツ
用
品
小
売
協
同
組
合
：
タ
オ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
バ
ッ
ク
ほ
か

　

北
武
商
事
：
銃
槍
衣
・
防
具
・
手
ぬ
ぐ
い
・
甲
手

　

全
日
本
武
道
具
セ
ン
タ
ー
：
武
道
具
・
木
銃

　

井
岡
武
道
具
専
門
店
：
国
体
記
念
品
タ
オ
ル
・
銃
剣
道
防
具
ほ
か

　

和
木
郵
便
局
：
郵
便
事
業

協
賛
の
お
礼

和木町実行委員会

ちょるる募金　17,446円
〈和木町内４ヵ所〉

山口国 体
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総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
10
月
17
日
㈪
か
ら
23
日

㈰
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
各

種
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
期
間
中
に
、
行

政
相
談
員
の
沖
永
保
之
さ
ん
が
行
政
相
談
を

行
い
ま
す
。

日
　

時
▼
10
月
20
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
▼
町
民
相
談
室
　

　

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
」、「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か

ら
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
口
行
政
評
価
事
務
所
で
も
、
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

電
話
、
手
紙
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
い
ず
れ
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼

町
民
相
談
室
（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

山
口
行
政
評
価
事
務
所

〒
７
５
３
ー
０
０
８
８

山
口
市
中
河
原
町
６
ー
16

（
☎
０
５
７
０
ー
０
９
０
１
１
０
）

（
　

０
８
３
ー
９
２
２
ー
１
５
９
３
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼https://w

w
w
.soum

u.
go.jp/hyouka/gyousei-form

.htm
l

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
た
め
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　

時
▼
10
月
18
日
㈫
　

14
時
〜
17
時

対
　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員
、
幼

児
を
持
つ
保
護
者

場
　

所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

担
当
：
福
屋
（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
相
談

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

17

日
　

時
▼
11
月
１
日
㈫

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
文
化
会
館
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の

賃
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め

ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

土
地
や
建
物
の
売
買
や
境
界
の
ト
ラ
ブ

ル
、
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、
離
婚
や
遺
言
・

相
続
等
の
心
配
ご
と
、
東
日
本
大
震
災
に
係

る
偏
見
や
差
別
な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
　

時
▼
10
月
29
日
㈯
　

10
時
〜
16
時

場
　

所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国
６
階
催
事
場

相
談
員
▼
山
口
地
方
法
務
局
職
員
、公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局

（
☎
０
８
３
ー
９
３
４
ー
１
７
１
７
）

　

こ
の
手
帳
に
は
、
日
記
帳
、
観
光
ガ
イ
ド
、

ま
た
統
計
資
料
編
を
設
け
、山
口
県
の
人
口
・

産
業
・
社
会
・
文
化
な
ど
各
分
野
の
基
本
的

な
統
計
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

持
ち
歩
け
る
情
報
源
と
し
て
、
執
務
や
学

習
及
び
ご
家
庭
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

各
種
お
知
ら
せ

発
　

行
▼
11
月
中
旬

サ
イ
ズ
▼
縦
14
㎝
×
横
８
㎝

表
　

紙
▼
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
製

主
な
内
容
▼
山
口
県
行
政
区
画
図
、七
曜
表
、

略
歴
表
、
満
年
齢
早
見
表
、
日
記
帳
、
統
計

資
料
編
、名
簿
編
、生
活
編
、山
口
県
観
光
図
、

ア
ド
レ
ス
帳
（
別
冊
）

販
売
価
格
▼
５
０
０
円
（
税
込
）

申
込
先
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い
て
い
る

未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
、
県
下
全
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
共
済
制

度
で
す
。

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
・
障
害
・

入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
対
し

て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出
産
・

銀
婚
・
小
中
高
校
入
学
祝
い
金
も
給
付
し
ま

す
。

　

１
ヵ
月
の
掛
金
は
、
１
型
４
５
０
円
、
２

型
９
０
０
円
、３
型
１
，５
０
０
円
、４
型
２
，

０
０
０
円
、
高
齢
者
型
４
５
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
型
か
ら
４
型
に
加
入

さ
れ
た
方
、
配
偶
者
及
び
お
子
さ
ま
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
型
（
５
０
０
円
／
月
）
に
加
入
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済

掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
税
法
上
は
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま

す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

特
設
人
権
相
談
所

法
務
な
ん
で
も
相
談

平
成
24
年
版
山
口
県
民
手
帳

を
発
行
し
ま
す

中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん
か



　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
国
保
に
加
入
し

た
方
と
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退
職
者
医
療
制

度
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
者
の
医
療
費
は
、
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
和
木
町
国

保
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
方
▼

次
の
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
る
方
と
そ
の
被

扶
養
者
。

・
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
を

受
け
ら
れ
る
人
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20

年
以
上
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ

る
方

・
65
歳
未
満
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

届
出
に
必
要
な
も
の
▼

１
．
被
保
険
者
証

２
．
年
金
証
書

３
．
印
か
ん

　

「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
（
黄

緑
色
）」
に
切
り
替
え
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
な
ど
は
、
一
般
の
国
保
と

同
じ
で
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

　

国
保
に
加
入
し
た
り
、脱
退
す
る
と
き
は
、

14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、

全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者

証
で
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お

返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の

う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
離

職
票

・
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
金
証

　

書
●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全
員

分
）
ま
た
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
の
た
め
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

国
体
開
催
に
伴
う
役
場
の
業
務
体
制

18

国
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

ご

存

知

で

す

か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
満

額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の

免
除
期
間
等
が
、
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の
方

も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
　

福
祉
・
医
療
係

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

今
年
度
の
被
爆
者
定
期
健
康
診
断（
下
期
）

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

対
象
者
▼
被
爆
者
の
方
、
被
爆
二
世
の
方

実
施
場
所
▼
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
は
、
予
約
の
要
否
、
時
間
帯

等
を
事
前
に
確
認
の
う
え
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
物
▼

●
被
爆
者
の
方

①
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診

者
証

②
健
康
保
険
証

●
被
爆
二
世
の
方

①
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
票
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
印
か
ん

③
健
康
保
険
証

費
　

用
▼
原
則
、
自
己
負
担
な
し

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
岩
国

環
境
保
健
所
）
　

地
域
保
健
班

（
☎
29
ー
１
５
２
３
）

（
　

29
ー
１
５
９
４
）

　

い
つ
も
文
化
会
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
10
月
５
日
㈬
か

ら
10
月
10
日
（
月
・
祝
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
体
及
び
準
備
、
撤
収
の
た
め
部
屋
の
貸
出

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
商
工
会

事
務
室
は
、
通
常
ど
お
り
業
務
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

問
合
せ
▼

教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

国
体
事
務
局
（
☎
54
ー
０
０
３
１
）

　

10
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰
は
中
学
校
体
育
館

で
山
口
国
体
銃
剣
道
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
７
日
㈮
は
多
く
の
職
員
が
国
体
業
務

に
携
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
７
日
㈮
の

役
場
の
業
務
は
少
人
数
体
制
と
な
り
ま
す
。

窓
口
業
務
が
混
雑
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
体
期
間
中
に
お
け
る

文
化
会
館
の
使
用
に
つ
い
て

被
爆
者
・
被
爆
二
世
定
期
健
康
診
断

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は

お
す
み
で
す
か
？

〜
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
〜



　

日
常
の
災
害
時
は

も
ち
ろ
ん
、
大
地
震

な
ど
の
大
災
害
時
に

は
、
消
防
団
の
果
た

す
役
割
は
特
に
大
き

く
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
そ
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
若
い

皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
参
加
が
不
可
欠
で

す
。
あ
な
た
も
消
防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

　

地
域
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防
団

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件
▼

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の

方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。）

◎
心
身
と
も
に
健
康
な
方

消
防
団
員
の
処
遇
▼

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
る
と
と

も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し
た
場
合

に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
５
年
以

上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報
奨

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負
傷

に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り
ま

す
。）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な
制

服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功

績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
　

消
防
係

（
☎
52
ー
２
１
３
６
　

内
線
３
０
７
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育

っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
や
、
関
わ
り
が
深
い
地

域
を
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
寄
付
と

い
う
形
に
す
る
し
く
み
で
す
。
和
木
町
に
ご

両
親
や
大
切
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん

へ
、
ま
た
、
和
木
町
の
町
並
み
や
文
化
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
皆
さ
ん
へ
、
ぜ
ひ
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

和
木
町
な
ど
の
自
治
体
に
寄
付
し
た
場

合
、
寄
付
を
し
た
金
額
に
応
じ
て
、
所
得
税

と
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。な
お
、

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
の
控
除
の
適
用
下
限
額
は
、
平
成

23
年
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
５
千
円
か
ら
２

千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
支
出
し
た
寄
付

金
に
つ
い
て
は
、
年
額
２
千
円
を
超
え
れ
ば

住
民
税
の
控
除
の
対
象
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
ー
２
１
９
３
）

　

岩
国
税
務
署
で
は
、
自
宅
か
ら
パ
ソ
コ
ン

で
申
告
手
続
き
な
ど
が
で
き
るe‐

T
ax

（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
　

時
▼
11
月
17
日
㈭
、
18
日
㈮
、
21
日
㈪

午
前
の
部
　

10
〜
12
時

午
後
の
部
　

14
〜
16
時

場
　

所
▼
岩
国
税
務
署
３
階
会
議
室

定
　

員
▼
一
回
あ
た
り
12
名
（
事
前
申
し
込

19

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
知
ら
せ

不
妊
専
門
相
談
会

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
説

明

会

帰
化
申
請
等
手
続
の

取
扱
先
変
更
に
つ
い
て

第
２
回 

や
ま
ぐ
ち

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

み
が
必
要
）

内
　

容
▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し

た
所
得
税
確
定
申
告
の
作
成
及
び
送
信
方
法

等受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
説
明
会
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
に
基
づ
く
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
取
得
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
で
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
事

前
に
役
場
の
窓
口
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署
　

個
人
課
税
第
一
部

門
（
☎
22
ー
０
１
１
１
）（
音
声
案
内
「
２
」

番
）

　

当
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
外
国
人
・
日
本

人
の
方
が
、
次
の
手
続
を
さ
れ
る
場
合
、
山

口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局
（
岩
国
市
錦
見
１

丁
目
16
ー
35
）
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年

10
月
31
日
㈪
以
降
は
、
新
し
い
取
扱
先
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

①
帰
化
申
請
（
外
国
人
の
方
が
日
本
国
籍
を

取
得
）

②
国
籍
取
得
届
出
（
外
国
人
の
方
が
日
本
国

籍
を
取
得
）

③
国
籍
離
脱
届
出
（
外
国
籍
も
有
す
る
日
本

人
の
方
が
日
本
国
籍
を
離
脱
）

新
し
い
取
扱
先
▼
山
口
地
方
法
務
局

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
　

戸
籍
課

山
口
市
中
河
原
町
６
ー
16

（
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
２
２
９
５
）

　

不
妊
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
夫
婦
の

方
々
の
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
、「
不
妊

専
門
相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

日
　

時
▼
10
月
27
日
㈭

　
　
　
　

15
時
30
分
〜
18
時
30
分

相
談
担
当
医
▼
独
立
行
政
法
人
　

国
立
病
院

機
構
　

岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
　

産
婦
人
科

医
　

新
谷
恵
司
先
生

場
　

所
▼

岩
国
市
三
笠
町
１
丁
目
１
ー
１

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

相
談
室

料
　

金
▼
無
料

※
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
要
予
約
）

予
約
・
問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
課
　

地
域
保
健
班

（
☎
29
ー
１
５
２
３
）

日
　

時
▼
10
月
30
日
㈰
　

10
時
〜
16
時

場
　

所
▼
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

内
　

容
▼

午
前
：
依
存
症
本
人
、
家
族
の
体
験
談

午
後
：
①
講
演
　

講
師
：
香
山
雪
彦
氏
（
福

島
学
院
大
学
教
授
／
医
師
）

　
　
　

②
分
科
会
（
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

参
加
費
▼
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ
▼
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
５
ー
27
ー
３
４
８
０
）

※
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
：
お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
効
き
に
く
い
習
慣



　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額
　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額
　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課
　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
役
場
都
市
建
設
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７
　

内
線
４
１
２
）

日
　

時
▼
11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場
　

所
▼
文
化
会
館
講
習
室

講
　

師
▼
伊
原
慎
太
郎
（
山
口
県
立
博
物
館

学
芸
員
）

内
　

容
▼

・
四
境
戦
争
に
つ
い
て
（
第
２
次
長
州
征

伐
）

・
時
代
背
景
や
そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い
て

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

１
　

等
　

１
億
５
，
０
０
０
万
円
×
13
本

前
後
賞
　

５
，
０
０
０
万
円

２
　

等
　

１
，
０
０
０
万
円
×
１
３
０
本

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
▼
10
月
14
日
㈮
ま
で

抽
選
日
▼
10
月
21
日
㈮

20

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

歴
史
お
で
か
け
講
座
の
ご
案
内

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

●
展
示
会

会
　

場
▼
和
木
美
術
館（
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
）

展
示
時
間
▼
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　

※
た
だ
し
日
曜
は
16
時
ま
で

■
10
月
13
日
㈭
〜
16
日
㈰

・
翠
洋
書
道

・
明
水
書
道
会

・
和
木
短
歌
会

■
10
月
21
日
㈮
〜
23
日
㈰

・
池
坊

・
専
心
池
坊

・
あ
ざ
み
の
会

　

10
月
23
日
㈰
　

10
時
〜
15
時

　

専
心
小
笠
原
流
煎
茶

■
10
月
27
日
㈭
〜
30
日
㈰

・
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

・
手
芸
造
花
教
室

　

10
月
30
日
㈰
　

10
時
〜
15
時

　

裏
千
家
淡
交
会（
抹
茶
）

■
11
月
３
日
㈭
〜
６
日
㈰

・
和
木
美
術
ク
ラ
ブ

・
子
供
絵
画
教
室

　

特
別
出
展

　

・
絵
画
　

三
分
一
貴
司

　
　
　
　
　

島
崎
こ
ず
え

　
　
　
　
　

灘
本
美
智
子

　

・
陶
芸
　

藤
川
暁
子

　
　
　
　
　

宮
本
健
吾

■
11
月
10
日
㈭
〜
13
日
㈰

・
和
木
の
里 
愛
石
会

・
洋
裁

・
和
木
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ

●
芸
能
祭

日
　

時
▼
11
月
６
日
㈰

　
　
　
　

式
典
：
12
時
30
分
〜

　
　
　
　

発
表
：
13
時
〜

場
　

所
▼
文
化
会
館

出
演
団
体
（
出
演
順
）

○
大
正
琴
（
琴
伝
流
）

○
社
交
ダ
ン
ス
金
曜
会

○
公
民
館
民
踊
部

○
馨
風
流
詩
舞
道

○
民
踊
教
室
関
ヶ
浜
分
館
ひ
ま
わ
り

○
和
木
紅
鴉

○
日
本
舞
踊

○
箏
・
三
絃
　

桃
の
会

○
馨
風
流
剣
詩
舞
道

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
和
木
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス

○
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

○
ナ
ニ
・
モ
ハ
ラ

○
民
踊
す
み
れ
会

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ

○
四
境
太
鼓

○
不
二
心
流
吟
道
会

○
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」

○
民
謡
か
お
り
会

問
合
せ
▼
文
化
協
会（
☎
52
ー
２
１
９
１
）



　

第
35
回
読
売
旗
争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
主
催
：
岩
国
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

読
売
新
聞
西
部
本
社
）
が
３
日
、
岩
国
市
横

山
河
川
敷
運
動
広
場
で
行
わ
れ
、「
和
木
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
、
２
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
連
覇
で
き
て
本
当

に
う
れ
し
い
」
と
田
尾
功
坪
主
将
。

　

１
回
戦
か
ら
準
決
勝
ま
で
、
圧
倒
的
な
強

さ
で
勝
ち
あ
が
り
、
決
勝
は
、
接
戦
を
制
し

て
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

期　

日
▼
９
月
３
日

場　

所
▼
岩
国
市
民
球
場

結　

果
▼
準
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
軟
式
野
球
部

　

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に
あ

た
り
、
左
記
の
と
お
り
、
関
連
施
設
の
使
用

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期　

日
▼
10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

●
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
中
学
校
体
育
館

●
体
育
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

日　

時
▼
10
月
22
日
㈯　

８
時
30
分
〜

※
雨
天
の
場
合
は
29
日
㈯
に
延
期

場　

所
▼
和
木
町
民
庭
球
場
（
体
育
セ
ン

タ
ー
前
）

主　

催
▼
和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部ク
ラ
ス
別
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
１
，
０
０
０
円
／
ペ
ア
（
当
日
徴

収
）

試
合
方
法
▼
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則
で
行
い
ま
す
。　

締
切
り
▼
10
月
14
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
協
会
事
務
局
（
体

育
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

日　

時
▼
10
月
15
日
㈯　

14
時
〜

会　

場
▼
文
化
会
館

出　

演
▼
和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
及
び
和
木

中
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
（
和
木
町
文
化
協

会
所
属
）

※
今
年
は
、
和
木
中
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ
ー

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
国
体
へ
の
協
力
な
ど

で
開
催
時
期
が
遅
れ
ま
し
た
が
例
年
通
り

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

主　

催
▼
和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

後　

援
▼
和
木
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

和
木
町
文
化
協
会

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

日　

時
▼
11
月
20
日
㈰　

開
演
：
14
時

場　

所
▼
山
口
市
民
会
館
（
山
口
市
）

内　

容
▼
合
唱
、
吹
奏
楽
、
邦
楽
な
ど
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
演
奏
会
（
昔
懐
か
し
の
名

曲
か
ら
現
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
ま
で
、
親
し
み
や

す
い
曲
の
数
々
で
お
届
け
す
る
音
楽
祭
）

入
場
料
▼
無
料　

※
要
入
場
整
理
券

【
入
場
整
理
券
の
応
募
方
法
等
】

　
「
希
望
人
数
（
１
通
に
つ
き
２
名
以
内
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
」
を

記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
車
椅
子
を
ご
利
用

の
方
は
、
そ
の
旨
を
併
せ
て
ご
記
入
く
だ
さ

い
。）

募
集
期
間
▼
10
月
７
日
㈮
〜
11
月
４
日
㈮
消

印
有
効

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
選
の
発
表
は
、
11
月
中
旬
、
入

場
整
理
券
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
当
選
さ
れ
な
か
っ
た
方
へ

の
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

応
募
先
・
問
合
せ
▼

〒
７
５
３
ー
８
５
０
１

山
口
市
滝
町
１
ー
１

山
口
県
文
化
振
興
課
内

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
２
６
１
０
）

（　

０
８
３
ー
９
３
３
ー
４
８
２
９
）

U
RL
:http://w

w
w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/cm

s/a19300/festa/index.htm
l

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
岩
国
予
選
大
会

施
設
の
使
用
制
限
に
つ
い
て

平
成　

年
度
和
木
町
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

第
５
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

23
第　

回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

34

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
連
覇
！

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
連
覇
！

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
連
覇
！

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
連
覇
！
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海
上
保
安
大
学
校
の
練
習
巡
視
船
「
こ

じ
ま
」
の
岩
国
港
入
港
、
一
般
公
開
が
決

ま
り
ま
し
た
。

日　

時
▼
10
月
８
日
㈯

●
ソ
ー
ラ
ス
開
放
（
埠
頭
内
入
場
可
能
時

間
）

　

９
時
〜
17
時

●
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

11
時
〜
11
時
45
分

●
艦
内
一
般
公
開

　

12
時
〜
15
時

場　

所
▼
岩
国
港
新
港
埠
頭

駐
車
場
▼
ポ
ー
ト
ビ
ル
前　

装
港
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

問
合
せ
▼
岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
（
水
産
振
興
課
内
）

（
☎
29
ー
５
１
１
８
）

《「こじま」の概要》
　・総トン数２,９５０トン
　・全長１１５ｍ
　・最大幅１４.０ｍ
　・速力１８ノット

岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念

■関ヶ浜・緑ヶ丘　方面 特別便
行　　　　　　き

関 ヶ 浜
浄 水 場
7：30
8：00
8：30
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00

宗 永 寺

7：32
8：02
8：32
9：02
10：02
11：02
12：02
13：02
14：02

緑ヶ丘住宅

7：35
8：05
8：35
9：05
10：05
11：05
12：05
13：05
14：05

役 場 前

7：40
8：10
8：40
9：10
10：10
11：10
12：10
13：10
14：10

帰　　　　　　り

役 場 前

10：30
11：30
13：30
14：30
15：30
16：00

緑ヶ丘住宅

10：35
11：35
13：35
14：35
15：35
16：05

宗 永 寺

10：38
11：38
13：38
14：38
15：38
16：08

関 ヶ 浜
浄 水 場
10：40
11：40
13：40
14：40
15：40
16：10

■三井化学体育館前・和木駅方面 特別便
行　　　　　　き

三井化学
体育館前
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
11：00
12：00
13：00

郵便局前

7：36
8：06
8：36
9：06
9：36
10：06
11：06
12：06
13：06

和 木 駅

7：38
8：08
8：38
9：08
9：38
10：08
11：08
12：08
13：08

役 場 前

7：40
8：10
8：40
9：10
9：40
10：10
11：10
12：10
13：10

帰　　　　　　り

役 場 前

10：30
11：30
13：30
14：30
15：30
16：00

和 木 駅

10：32
11：32
13：32
14：32
15：32
16：02

郵便局前

10：34
11：34
13：34
14：34
15：34
16：04

三井化学
体育館前
10：40
11：40
13：40
14：40
15：40
16：10

■大谷・瀬田・蜂ヶ峯・つつじヶ丘方面 特別便
行　　　　　　き

大 谷

7:30
8:30
9:30
11:30
12:30
13:30

旭ヶ丘入口

7:32
8:32
9:32
11:32
12:32
13:32

瀬田分館

7:33
8:33
9:33
11:33
12:33
13:33

坂根入口

7:35
8:35
9:35
11:35
12:35
13:35

蜂ヶ峯

7:40
8:40
9:40
11:40
12:40
13:40

つつじヶ丘

7:42
8:42
9:42
11:42
12:42
13:42

役場前

7:50
8:50
9:50
11:50
12:50
13:50

帰　　　　　　り

役場前

10:20
13:00
14:00
15:00
15:50

つつじヶ丘

10:28
13:08
14:08
15:08
15:58

蜂ヶ峯

10:30
13:10
14:10
15:10
16:00

坂根入口

10:35
13:15
14:15
15:15
16:05

瀬田分館

10:37
13:17
14:17
15:17
16:07

旭ヶ丘入口

10:38
13:18
14:18
15:18
16:08

大 谷

10:40
13:20
14:20
15:20
16:10

※あいあいバスも無料運行しています。

無料臨時バス時刻表
10月30日㈰　特別便

日時　10月30日（日）９時～　　場所　中学校グラウンド
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和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

松
本　

憲
治
さ
ん
（
和
木
地
区
）

増
金　

正
明
さ
ん
（
和
木
地
区
）

近
藤　

泰
之
さ
ん
（
東
京
都
）

倉
橋　

勝
彦
さ
ん
（
和
木
地
区
）

隅
原　

博
之
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
お
祝
い
返
し

吉
岡　

房
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

●
一
般
寄
付

山
本　

壽
枝
さ
ん
（
和
木
地
区
）

広
田　

太
一
さ
ん
（
和
木
地
区
）

工
藤
八
重
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

伝
統
を
今
に
守
り
し
家
並
に

　

バ
ラ
咲
き
ほ
こ
る
初
夏
の
イ
ギ
リ
ス

戯
れ
に
手
上
げ
足
上
げ
ス
ト
レ
ッ
チ

　

効
果
て
き
め
ん
針
医
者
通
い

母
の
声
母
の
面
影
こ
こ
か
し
こ

　

あ
る
け
ど
い
な
い
こ
こ
に
は
い
な
い

骨
密
度
正
常
な
る
も
歩
く
た
び

　

右
股
関
節
不
気
味
な
痛
み

蝉
の
声
い
つ
し
か
止
み
て
秋
の
風

　

そ
っ
と
そ
び
ら
を
押
し
て
去
り
ゆ
く

手
を
合
わ
す
父
母
の
墓
前
に
栗
ぽ
と
り

鰯
湧
く
灘
に
群
れ
と
ぶ
鷗
か
な

仰
ぎ
見
る
岩
屋
観
音
萩
の
道

桟
橋
や
鯊
釣
る
ご
と
に
わ
く
拍
手

風
そ
よ
ぐ
わ
れ
の
背
を
越
す
紫
苑
か
な

秋
を
呼
ぶ
声
す
る
今
朝
の
厨
か
な

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
イ
メ
ー
ジ
で
の
購
入
決
定
は
慎
重

に・
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
合
、

じ
っ
く
り
判
断
す
る
時
間
が
な
く
、

イ
メ
ー
ジ
で
購
入
決
定
し
が
ち
で

す
。

・
宣
伝
の
印
象
だ
け
で
決
め
ず
に
サ

イ
ズ
、
値
段
な
ど
商
品
の
情
報
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
返
品
特
約
っ
て
？

・
通
信
販
売
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
で
き
る
の

か
、
返
品
で
き
る
な
ら
条
件
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
（
返
品
特
約
）、

広
告
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

・
返
品
に
関
す
る
条
件
は
販
売
会
社

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
合
、
返
品
に

つ
い
て
の
表
示
が
画
像
で
時
間
が

短
い
こ
と
か
ら
見
落
と
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
、
申
込

み
時
に
必
ず
販
売
会
社
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

【
相　

談
】

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
、
モ
デ

ル
が
バ
ッ
グ
を
手
に
持
っ
て
紹
介
し

て
い
た
。
好
み
の
柄
と
色
合
い
で
大

き
さ
も
ぴ
っ
た
り
と
思
い
、
す
ぐ
に

電
話
で
注
文
を
し
た
。
商
品
が
到
着

し
、
ウ
キ
ウ
キ
し
な
が
ら
開
封
し
た

ら
、
想
像
以
上
に
大
き
く
て
小
柄
な

自
分
に
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。
身
長

の
高
い
モ
デ
ル
が
持
っ
て
い
る
か
ら

素
敵
だ
っ
た
と
気
が
つ
い
た
。
返
品

を
申
し
出
た
が
開
封
し
て
い
る
か
ら

と
応
じ
て
も
ら
え
な
い
。

今月の納税

　町税などの納税は便利な
口座振替をご利用ください。

問合せ ▼税務課（

３期分
10月分
４期分
４期分
４期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

町県民税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 76

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
9
月
句
会
）

大
野　

千
尋

神
園　

静
美

横
川
美
代
子

広
宇
次
信
子

正
中
ツ
ヤ
子

23



　家電リサイクル法にもとづいた適正なリサイクルと不法投棄の防止にご協力ください。不法投棄は法に
よって禁じられています。

　料金が異なるメーカーもありますので、詳しくは家電リサイクル券センター（http://www.rkc.aeha.
or.jp/）を参照してください。
　テレビ以外にも、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機が家電リサイクル法の対象です。適正
なリサイクルに、ご協力をお願いします。
違法な不用品回収業者にご注意ください！
　許可を持たない業者から料金を請求されてトラブルになったり、業者が回収した廃棄物を不法投棄や不正
輸出する事例が発生しています。（家庭の廃棄物を回収するには、一般廃棄物処理業の許可が必要です。）

ブラウン管式 液晶・プラズマ式

小
（15型以下）

1,785 円

大
（16型以上）

2,835 円

小
（15 V 以下）

1,785 円

大
（16 V 以上）

2,835 円

適正なリサイクルの方法（リサイクル料金と運搬料金がかかります。）
　①買い換えで古いテレビを処分するとき
　　新しいテレビを購入するお店に引取りを申し込む。
　②古いテレビの処分だけのとき
　　処分するテレビを購入したお店に引取りを申し込む。
　③購入したお店がわからないとき
　　郵便局で『家電リサイクル券』を購入し、指定引取場所へ持っていく。

家電リサイクル料金は、次のとおりです。

　町内各地に設置されているごみステーション
の看板が10月上旬から順次つけかえられます。
新しい看板には、ごみの分別表が掲載されてい
ますので、和木町家庭ごみ収集カレンダーと併
せて参考にしていただき、ごみの分別、リサイ
クルにご協力ください。
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男　3,304人
（＋7）

女　3,299人
（＋15）

平成23年9月1日現在
総人口　6,603人

世帯数　2,765世帯

和木町の面積　10.56km

（＋22）

（＋6）

0 4
16

64
90

135
186
179

203

191

209

195
198

130
148
161
174
182

239

154

207
234

4
20

51
88

123
162
157

253
266

171

214
240
220

235
221

191
197
184

162

145

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
恵
庭
市
か
ら
派
遣
職
員
と
し
て
参

り
ま
し
た
、
石
田
歩
（
い
し
だ
あ
ゆ
む
）

と
申
し
ま
す
。
９
月
１
日
か
ら
10
月
末
ま

で
の
２
ヵ
月
間
、
和
木
町
職
員
と
し
て
勤

務
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

事
務
局
へ
の
配
属
と
な
り
山
口
国
体
や
わ

き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
に
来
て
最
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
事
は
人
と
の
出
会
い
で
す
。
仕
事
で
関

わ
る
方
は
勿
論
、
そ
の
他
に
も
地
域
の
集

ま
り
等
が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
（
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
誘
い
く
だ
さ
い
）。
滞
在
中
に
一
人

で
も
多
く
の
方
々
と
交
流
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
短
い
期
間
で
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

配
属
先
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

自
己
Ｐ
Ｒ
▼
町
の
雰
囲
気
に
触
れ
る
の
を

楽
し
み
に
来
ま
し
た
。
町
内
で
見
か
け
た

際
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

趣　

味
▼
旅
行
・
散
策

特　

技
▼
何
事
も
楽
し
め
る
こ
と

姉
妹
都
市

　
北
海
道
恵
庭
市
か
ら石田　歩さん

　

８
月
28
日
、「
お
い
で
ま
せ
！
山

口
国
体
和
木
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
」
が
開
催
さ
れ
、
町
民
約
３
５
０

名
が
山
口
国
体
競
技
会
場
と
な
る
中

学
校
体
育
館
や
体
育
セ
ン
タ
ー
、
美

術
館
前
、
文
化
会
館
周
辺
の
清
掃
活

動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
山
口
国
体
開
催
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
競
技
会
場
や
競
技
会

場
周
辺
な
ど
を
ご
み
一
つ
な
い
状
態

に
し
て
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
る
選

手
や
監
督
、
応
援
の
皆
さ
ん
を
気
持

ち
よ
く
お
迎
え
す
る
た
め
、
県
下
一

斉
の
清
掃
活
動
の
日
に
あ
わ
せ
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ご
み
拾
い

や
草
引
き
、
歩
道
の
清
掃
な
ど
を
行

い
、
会
場
周
辺
は
見
違
え
る
ほ
ど
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

約
30
分
の
清
掃
活
動
で
し
た
が
、

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
乗
り
切
ら

な
い
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
草
や
ご
み

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
体
の
機
運
盛
り
上
が
る

国
体
の
機
運
盛
り
上
が
る

国
体
競
技
会
場
周
辺
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

国
体
競
技
会
場
周
辺
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
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